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  積極的に 2 学期のまとめをしよう！ 

  

 陽射しの中に冬の訪れを感じる頃となりました。平素は聖母の小さな学校の教育にご理解とご協力を

いただき、深く感謝致しております。 

 さて、いよいよ 2学期の最後の月となりました。今学期の様々な出来事を振り返り、その中に表れた

自分自身を丁寧に見てみましょう。何ができて何ができなかったかという単純な見方ではなく、その 

出来事の全体を見、その中での私の行動を見てみる。保護者も共に見てください。その時の気持ちは？

私の考えたことは？思いつくことを共に話し、感じたことを伝え合いましょう。保護者も、子どもと共

に、心の作業をしてみてください。親としての在り方をより良いものにするチャンスになります。 

例えば、10月のスポーツフェスタに参加した時、心に沁みたことは何だったでしょうか。子どもの、

また保護者の、当日までの心の動きはどうだったか。子どもが参加できたかできなかったかを越えて、

親も子も自分自身について発見があったはずです。当日、大勢の人たちが励ましてくれました。このよ

うに、心に沁みた暖かさがあれば、その発見は次の展開につながります。全体を見、私自身を振り返る

ことは、出来事の全体の暖かさを感じ始めてできることです。 

 ある生徒が作文に、「聖母では恵まれていた。不登校の僕に悪意を持ったり、否定したりする人は誰

もいなかった」と書いていました。一人の人間に対して、暖かさにあふれたスポーツフェスタであった

はずです。このように様々な事を振り返って、自分の糧となるようにしてください。困難から逃げず、

丁寧に生きることにつながります。どんな小さなことでも、思い出したことは、まとめの材料になりま

す。よろしくお願いします。 

スポーツフェスタで「毎日、学校に来る。宿題を忘れない」というテーマを持った生徒は、そのこと

を意識して生活するようになり、少しずつ、活発になりました。原籍校の夜間登校が増えました。少し

ずつ心を開き、自分を受け止め、行動を広げています。小さな変化ですが確かな一歩となります。 

 11月 23日に実施した親子バス遠足は、戦国時代を学ぶ 7回目の遠足で、関ケ原古戦場でした。生徒

は、現地に立って、今までの学習を確かめ、深く理解できました。また、保護者同士の交わりも良いも

のでした。 

 今月は、学期末の保護者会があります。これは月例のものとは違い、原籍校からも先生に参加してい

ただきます。良いまとめをするためにも、胸襟を開き、互いに理解し合えるといいと思います。今月も

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今月の主な行事＞ 
 

7日（火）・14日(火) 数学（宮川先生） 12日（日）学期末保護者会 13:30～ 

8日（水）体育（渡邊先生）       21日（火）華道教室 

10日（金）・17日（金）ギター教室    23日（木）2学期終業式 


